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第 3図 遺跡全体図 (1/1,200)
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3遺 構 と遺 物

(1)試掘 トレンチの状況 (第 3図 )

神ノ木遺跡の立地する台地は2号住居址の地点より派生し南東から北西方向へ伸びている。1,2ト レ

ンチ (以下 「t」 と略記)と 3tの北側半分は台地の東側斜面にあたり遺構は検出されていない。4t以北の

4～ 14t。 25。 26tが台地平坦部になり北側にいくにつれ遺構の密度を増す。住居址と推定される潰構は

4tが 1軒、5tが 4軒、6tが 3軒、7tが 5軒である。7tの住居址覆土中に焼土が1基観察されている。4～ 7t

の平坦部は耕作によって削平されており、耕作上の直下がローム層となる箇所がほとんどである。8t

は遺構の重複が著しくその性格と数の把握が難 しいが、lo軒以上の住居の存在が推定される。この覆

土中から焼±2基・集石2基が検出されている。8tの南側隅には穴の連続するものがあり縄文前期前半

の方形柱穴列と推定される。9～ Htは遺物包含層が面的に遺存しているため、包含層内で掘 り下げを

中止 しており、住居址等の遺構の確認はほとんどできていない。9tでは南側隅で住居址が 1軒検出さ

れている他、包含層内で集石が3基が検出されている。10tでも南側隅で住居址が2軒、包含層内で集石

が2基が検出されている。 1ltで も南側隅で住居址が1軒、包含層内で焼土が1基検出されている。 12t・

13t。 14t・ 25t・ 26tの ほとんどは耕作土直下がローム層となる。住居址と推定される遺構が12tか ら2

軒、13tか ら4軒、14tか ら1軒、25tか ら2軒、26tか ら3軒検出さている。このうち13t付近が昭和37年の

未掘に終わつた地点に近いとみられる箇所であるが、南側隅の住居覆土が埋土的な様相を呈しており、

この時確認された住居かもしれない。これに近い24tの北側でも住居址と推定される遺構が検出されて

いる。

15～ 24tにかけては浅い谷状の地形となり、遺跡の立地する台地の南側暖斜面と隣接する台地の北側

暖斜面となつている。遺構の検出はないが21tの斜面部を中心に無攪乱の包含層が遺存している。また

18～ 24・ 27tにかけては谷部に連続する黒色土の落ち込みがあり台地を区画している。自然の営力によ

る流露ではないかとみているが判然としない。29～ 33tは斜面を削平しており遺構の検出はなく、耕作

土内からわずかに遺物が検出されるのみで、遺跡の範囲からは外れるようである。

以上の結果を第3図に示した。表面採集の結果と合わせ遺跡の広がりは約15,000だ と推定される。各

遺構の形成時期については不詳であるが、検出された土器は縄文前期の中越・神ノ木 。有尾・諸磯 a

式に比定されるものと、該期の関東系と東海 。関西系のもので大部分を占める。わずかに中期 。後期

とみられるものもあるが、縄文前期前半が遺跡の中核的位置を占めるものとみて間違いない。今回、

遺物を掲載することができなかったが、いずれ紹介したいと考えている。

(2)2号住居址

遺構 (第 4図 )

本址はK2グ リッドに位置する。平成6年度の回場工区内にあり,試掘の結果から遺跡の広がりが懸

念されたため、立ち会い調査を実施 したところ検出され発掘した。住居址の番号は、昭和27年調査の

住居址を1号住居址と位置づけ、2号住居址とした。2号住居址は工事により上面を10cm程削られている

が、その下は埋め戻され保存されている。

本址の北側半分は道路により失われている。平面形は不整な円形を呈し、規模は4.9× 4.7m程度と

推測される。壁高は東壁が22cm。 西壁がHcm南壁が20cmを決1る。周溝が南壁の一部を除き全周する。
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水糸 レベルは101440m

第4図  2号住居址(1/60)

またこの内側に途切れているが間仕切状の溝が方形に巡る。主柱穴と考えられるピットはPl～ P8で

ある。 Plと P5。 P2と P6の ように隣接する位置関係から建て替えが想定できる。その場合 Pl～ P4

とP5～ P8の組み合わせが考えられるが新旧関係は不明である。南壁に接 して P9と P10の 同規模なピ

ットが重なり、これも建て替えによる結果と推測 したが新旧関係は不明である。床面には Fl～ F4の

四つの焼土が残る。 Flは建て替え前の炉とみられるもので上面に貼床が観察された。深さ33cmの柱穴

状の堀り方である。 F2は建て替え後の炉とみるもので深さ7cmの皿状の堀方である。

覆土は4層に分層された。 I層は褐色土でロームブロックを疎らに含む。Ⅱ層は褐色土でロームブロ

ックを多量に含む。Ⅲ層は暗褐色上でロームブロックを疎らに含む。Ⅳ層は褐色土でロームブロック

を疎らに含む。Ⅱ層は住居址の中央部に不整形に広がっていた。これは貼床ではなく住居址埋没後の

ローム廃棄によるものと考えている。同様なロームの廃棄例が阿久尻遺跡 (小林 1993)で も報告され

ている。



遺物 (第 5図 )

1・ 2は 口縁より垂紐が貼付される。3は平底土器の底部とみられるものである。4・ 5は同一個体で繊

維を含み櫛歯状条線が施される。6～ 25は縄文の施されるものである。6～ 17は繊維を含まず、18～ 25

は繊維を含む。6は竹状工具により口縁部から同心円状に施文される。 17は P10よ り出土したものであ

る。26は撚糸文である。

時期

縄文前期前葉としておきたい。
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第 5図  2号住居址出土土器 (1/3)

4調査後の経緯
神ノ木遺跡の試掘結果を考慮した保護協議は平成6年 6月 17日 、7月 7日 、9月 14日 、9月 30日 において

実施され、10月 H日 の協議において措置が決定した。その内容は遺跡の保存される盛土設計範囲につ

いては計画どおり農用地として事業を施工する。遺跡の破壊される切土設計範囲については、計画を

変更して非農用地とし、現況高を維持し遺跡保存を図ることとした。但し現在の耕作土層は全部除去

するというものであったЬ工事は平成7年度に着工された。これにより神ノ木遺跡は、回場整備事業に

より盛土保存となる農用地、現況高の非農用地、そして事業区外の二つに分割されたことになる。
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Ⅲ 平成 8年度の調査

1調 査に至 る経緯
平成7年度に着工された神ノ木遺跡にかかる画場整備事業の保護処置は前述のとおりである。これに

より遺跡は保護されることとなったが、非農用地となる箇所に個人による倉庫の建設が平成8年度に計

画された。茅野市文化財調査室と長野県埋蔵文化財係が対応を協議し、平成8年度に発掘調査を実施す

ることとした。調査箇所は平成6年度実施の試掘調査の結果と圃場整備事業の設計図を照らし合わせ、

倉庫の基礎部によつて破壊の危惧される箇所を小グリンド単位で設定した。

2平 成 8年度発掘調査概要
(1)調 査 地  茅野市北山23-13

(2)調査体制  調査主体者 両角徹郎 (教育長)
事 務 局 宮下安雄 (教育次長)
文 化 財 課 矢嶋秀― (課長) 鵜飼幸雄 (係長) 守矢昌文    小林深志

大谷勝己     功刀司      小池岳史    百瀬一郎
小林健治 (調査担当)柳川英司     大月二千代

調査補助員 太田友子
調査作業員 伊東みさを 金子清春  長田真  花岡照友  保科常夫

(3)調査理由 個人倉庫建設に伴う緊急発掘調査
(4)調査方法  国家座標第Ⅷ系を用い、10m四方の大グリンドの中に2m四方の小グリンドを設定した。

大グリンドは南から北に向かつて1・ 2・ 3～、西から東に向かつてA・ BoC～ とした。

小グリッドの名称は南から北に向かつて1,2・ 3・ 4・ 5、 西から東に向かつてa・ boc

・doeと した。 調査したグリッドィまH5c3H5c4H5d3H5d4H5e3H5e4 15a3 15a4 15a5

16al 16a2 16a3 16a4 16a5 17al 16b2 16b3 16b4 16b5 17bl 17b2 17b3 17b4り 923ケガ

リンドである。表土は重機によって除去した。

(5)調査期間  平成8年 7月 24日 ～8月 10日

(6)調査経緯  7月 24日  基準杭を設置。            十

7月 25日  重機による表土剥ぎ及び遺構検出作業の結果、住居址2軒を検出。
8月 5日  写真撮影。
8月 6日  遺構プラン実測。
8月 8日  土層断面図作成。
8月 10日  グリンドを埋め戻し、調査終了。

(7)調査結果  住居址2軒・土坑9基を検出するが、検出面までの深さに倉庫の基礎部が達しないこと

が判明した。文化財課と長野県埋蔵文化財課と協議 し、遺構の検出状況の記録のみに

て発掘調査を終了することとなつた。
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3遺 構 と遺 物

(1)層序 (第 6図 )

発掘グリッドに認められた層序は下記のとおりである。

1層 褐色土 (10YR4/6)回 場整備造成土
2層 黒褐色土 (10YR3/2)圃 場整備造成土
3層 黒色土 (10YR2/1)旧 水田耕土
4層 赤褐色土 (5YR4/6)旧水田耕土
5層 黄褐色土 (10YR5/6)旧 水田床土 ロームブロック層
6層 黒色土 (10YR2/1)縄 文遺物包含層
7層 暗褐色土 (10YR3/3)縄文遺物包含層
8層 褐色土 (10YR4/4)漸 移層
9層 黄褐色土 (10YR5/6)ソ フ トローム層

発掘区の地形は 15a4グ リッド近辺より南が台地の斜面部となり暖傾斜 している。これより北は平

坦である。

(2)3号住居址

遺構 (第 6図 )

17al・ 17bl・ 17b2・ 17b3グ リッドから検出された。検出されたのは住居址の南東部分とみ

られ、平面形は長方形と推測される。覆土上面を旧水田の床土によって削平されている。覆土は上面

のみの記録であるが2層に分層された。 I層は黒褐色土(10YR2/2)で ロームブロック(5mm)を僅かに含む。
Ⅱ層は黒褐色土(10YR2/2)で ロームブロック(5mm)を疎らに含む。

遺物 (第 7図 )

土器の出土は僅かに小破片6点のみである。3点 (1～ 3)を示した。いずれもやや薄手の無繊維土器で

ある。 1は細い沈線で格子目文が施される。

時期

縄文前期前半期の範疇に属すると推定される。

(3)4号住居址

遺構 (第 6図 )

16a4・ 16a5・ 16b4・ 16b5・ 17al・ 17bl・ 17b2グ ジッドから検出された。検出された

のは住居址の南西部とみられ、平面形は長方形と推定される。南西のコーナー部が未検出であるが、

住居址の周溝とピットとみられる堀り込みが検出されている。覆土上面を旧水田の耕土と床上によち

て切られている。検出された部分の覆土は3層 に分層された。 I層は黒色土(10YR2/2)で ある。Ⅱ層は

黒褐色土(10YR3/1)で ロームブロック(5mm)を僅かに含む。Ⅲ層は黒褐色土(10YR3/1)で ロームブロック

(5mm)を疎らに含む。

遺物 (第 7・ 8。 9図 )

遺物は覆上の上面から多量に出上している。土器をH2点 (4～ H5)示 した。 1～ 15は櫛歯状工具によ

- 10 -
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つて施文される神ノ木式である。 16～ 20は繊維を含み、竹管文 。ボタン状貼付文 。縄文によつて施文

される関山式である。21～ 28は厚手の無文土器、29。 30は薄手の無文土器である。 31は東海系の薄手

土器で刺突が施される。32～ 41は繊維を含む無文土器である。42～ H3は縄文の施されるものである。

42～ 101は無繊維あるいはほとんど繊維を含まないもの、102～ 113は繊維を含むものである。無節・単

節・束・組紐 。ループ・合撚・附力日条・羽状の各種縄文がある。H4・ H5は撚糸文である。

時期

縄文前期中葉と推定される。

壌

▼
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(4)土坑 (第 6図 )

17b3・ 17b4か ら柱穴状の土坑9基が検出された。ピントの覆土は7層 と同じ暗褐色土(10YR3/3)で

ある。7層からの落ち込みは明瞭であるが、同層内の堀 り込みははつきりしない。全体形のわかる 17

b4の 1基の上面は40× 37cmの 円形である。

4結 語

平成6年度の試掘調査により神ノ木遺跡は縄文前期の拠点的大集落であることが判明した。その存続

時期は縄文前期の中越・神ノ木 。有尾・諸磯 a式期に集中すると予想される。今年度の調査は未掘に

終わつたものの、新たな縄文前期前半の住居を2軒検出し改めてその密度の濃さを実感 した。今回の調

査の成果の一つに国場整備事業終了後の遺跡の保存状況を確認できたことがある。発掘 したグリッド

は回場整備の造成高と旧耕作土の厚みから遺跡の状況が,心配された箇所であるが、旧耕作土の上に回

場整備の造成土がのり、遺跡が完璧に事業前の遺存状況を保持していることを確認 した。回場造成土

に上面を固められることにより、むしろ以前より遺跡は保存されやすい状況となつているといえる。

今回の報告にあたつては遺物の整理途上にて作製を開始し、住居址より出上した土器を紹介するに

止まつた。本遺跡の重要性は「神ノ木式」土器の標識遺跡であることに止まらず、大規模開発事業の

中で遺跡が消滅 していく中、その全面が保存されたことにある。その重要性を認識 し残された遺物の

検討を続け、今後の糧としなければならないと思つている。多くの皆様のご鞭撻をお願いしたい。

最後に、神ノ木遺跡の保護措置にご尽力頂いた長野県教育委員会と長野県土地改良課そして地元の

皆様に心よりお礼申し上げたい。
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